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　アテネオリンピックに沸いた2004年も、はや師

走を迎え、今年の10大ニュース等が語られる時節

となりました。皆さんが考える今年のトップ

ニュースは、やはりオリンピックでしょうか？

　オリンピックという華やかな祭典があった一方

で、社会全般の動きを見る

と、戦争、台風、地震

等々、決っして明るかった

とは言いがたい今年です

が、こと古河については、

明るいニュースがありまし

た。えっ、「そのことはも

う知ってる！鷹見泉石関係

資料の重要文化財指定で

しょ。それにここは歴史博

物館じゃなくて、文学館の

欄じゃないの？」

　おっしゃるとおり、ここ

は文学館の欄です。という

わけで、前置きが長くなり

ましたが、今回は今年の出

版界における古河ゆかりの人々の動向を少々振り

返ってみたいと思います。

　重要文化財指定ほどのビッグニュースではない

かもしれませんが、今年は古河ゆかりの人々の作

品が数多く世に出ました。年明け早々には光文社

文庫から永井路子氏の「万葉恋歌」が再版された

のを皮切りに、3月には松本静泉氏の「歌集　白鳥

の湖」（美研インターナショナル）が、４月には

小林久三氏の「皇帝のいない八月」（新風舎文

庫）が再版、辻弘司氏が「川柳句集  日向ぼこ」

（文芸社）を出版、5月には非売品ながら日向野英

一氏が「小説青春幻想」（老樹舎）を出版してい

ます。下半期に入っても7月には永井路子氏の「朱

なる十字架」（文春文庫）が再版、8月には佐江衆

一氏が「士魂商才～五代友厚」（新人物往来社）

を、9月には大正大学出

版より永井路子氏と寺内

大吉氏の対談集「史脈瑞

応」が、10月には古河在

住の本谷和美氏の絵本

「のんちゃんうれしい

な。とってもうれしい

の」（文芸社）が、11月

には粕谷栄市氏の詩集

「鄙唄」（書肆山田）、

「轉落」（思潮社）、小

堀文一氏の「私の『夜明

け前』」（フジペン社）

が出版されています。

　得たかぎりの情報だけ

でもこれだけ多くの作品

が出版されています。新刊あり、再版あり、小説

もあれば詩歌、川柳とジャンルもバラエティーに

富んでいます。皆さんもちょっと驚かれたのでは

ないでしょうか。文学館にとってもうれしい限り

です。

　茨城県下唯一の「文学館」のあるまち古河。来

年は一体どんな「古河」が出版界を沸かせてくれ

るのでしょうか。そんな期待をしつつ今後もでき

る限り多くの情報を紹介していきたいと思いま

す。
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　竹とんぼ・紙鉄砲・ゴム鉄砲と聞くと、ある年

齢以上の方でしたら、実際手に取って遊んだ記憶

があるのではないかと思います。

　坂田実さんは、こうした昔の遊びを教える会を

組織して、現代の子供たちに昔からある日本の手

づくりのおもちゃの面白さや遊び方を教えていま

す。今回は坂田さんの活動の中で、特に竹とんぼ

との関わりを中心にお話を伺いました。

「痛ましい少年犯罪のニュースを見たり、聞いた

りする中で、どうも最近の子供たちは、様子がお

かしい。原因はいろいろあるだろうが、昔は遊び

といえば友だちと遊ぶことだった。しかし、今の

子はテレビゲームなど機械相手に遊んでいる。そ

のようなことも一因としてあるのではないか。と

友人と話しているうちに、自分たちにも子供たち

のためにやれることがあるのではないかと意見が

出版界にみる「古河」

来年も今年同様、さまざまな「古河」で沸く出版界を期待しましょう．．．
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坂田　実さん
（桜町・59歳）
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